
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

香椎副都心地区

平成２３年８月

福岡県福岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

○

目標値

9

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

7,100

1,280

8

1年以内の
達成見込み

△

7,003

見込み・確定
の別

8,100 △

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 居住人口 人 4,980

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

×

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

6,950

計測時期

H21年4月

事後評価

見込み・確定の別

8

△

9 H21年3月 ○

商業・業務施設の
立地の進捗の遅れ
による

総合所見

目標値を達成できなかったが、区
画整理事業による副都心づくりへ
の取り組みにより、居住人口が確
実に増加している。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

まちの賑わいの創出やコミュニティ
形成の促進の取組みが、イベント
開催数の目標値の達成に繋がって
いる。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４ イベント開催数 回/年 1

指標２ 就業人口 人 3,575

指標５

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

商業施設や生活利便施設などが
着実に立地し、就業人口も徐々に
増加しているものの目標値に達す
るまでには至らなかった。

1,343 1,362 H21年4月

3,953 4,282 H23年7月

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

交通結節機能の強化による効果が
現れている。

H　　年　月

その他の
数値指標１

自転車放置率 ％ 34.6

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
地区内各駅の乗降客
数

万人/年 1,240

3.1
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H21年4月
自転車対策事業による放置自転車
の撤去をはじめ、啓発活動の効果
が現れている。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容 実施時期

・イベント開催の着実な実施

・区画整理事業の着実な実施により、建物立地を促進

・千早並木広場の更なる利活用

・区画整理事業の着実な実施

今後の課題　その他特記事項

・区画整理事業の着実な実施

・自転車対策事業の着実な実施

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・商業・業務・文化・行政サービス機能などの多様な機能の充
実を図るため、区画整理事業（香椎副都心土地区画整理事
業、香椎駅周辺土地区画整理事業）を継続

・多様なイベント活動の場、市民の憩いの場、地域コミュニティ
を育む場等、多様な都市活動に対応するため千早並木広場の
整備を実施

・商業・業務・文化・行政サービス機能などの多様な機能の充
実を図り、周辺地域からの利便性の向上と新たな魅力あるま
ちづくりを進めるため、区画整理事業（香椎副都心土地区画整
理事業、香椎駅周辺土地区画整理事業）を継続

実施した結果

・鉄道高架化、道路等の基盤整備や建物の立地
が進捗

・交通結節機能の強化や基盤整備により周辺地
域からの利便性が向上

・あれい構造の副都心づくりを図るため、区画整理事業（香椎
副都心土地区画整理事業、香椎駅周辺土地区画整理事業）に
よる基盤形成を継続

実施した具体的な内容

・快適な歩行空間の妨げとなる、放置自転車の撤去をはじめ、
自転車のマナー向上のためのPR活動を行なう自転車対策事
業を継続

・多様なイベント開催を継続

・歩行者の阻害となる自転車放置率が減少

・イベント開催数の着実な実施が、地域コミュニ
ティの形成に貢献

・区画整理事業の進捗により、建物の着実な立地
が進捗

・千早並木広場において、平成２１年度の整備した
１期部分で住民参加のイベントを開催

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

あれい構造の基盤形成の継続

快適な歩行空間の継続

更なる地域コミュニティの形成

建築物等の計画的な立地・誘導

地域コミュニティ活動の場の整備

周辺地域との連携による広域的な都市づくり

事後評価シート　添付様式5－③から転記




